
「PT・OTも身につけて
おくべき肩の診察手順
と医師が望むこと」

【セミナー概要】

医師による診断の手順は、本来は医師にしか行えない専門的な
行為です。しかし実際には、医師がどのような流れで検査し、ど
のように診断へと至っているのかを、間近で見る機会が少ない
PT・OTの方も多いのではないでしょうか。

医師の診察プロセスを理解することは、PT・OTが治療方針を考
えるうえでの推論を深め、より質の高いアプローチにつながりま
す。医師とPT・OTが互いの視点を共有し、同じ患者さんを支える
チームとして連携することは、これからの医療に欠かせません。

今回の講演では、医師の診察手順を分かりやすく解説し、PT・
OTも診察手順を知り、医師がどのような思いを託しているのかを
知ってほしいです。
この機会が、医師とPT・OTのより良い協力関係を築くきっかけ
となれば幸いです。

-第2回 大分肩関節リハビリテーション研究会-

定員：30名（先着順）
※定員に達し次第、募集を締め切らせていただきます

参加費無料

開催日
2026年
3/25（水）

北九州市立医療センター整形外科
肩関節・スポーツ障害センター センター長

西井章裕先生

【申込方法】
申込期限：2026年3月14日
申込：QRコードからお申し込みください ≪お問い合わせ≫

大分肩関節リハビリテーション研究会
副代表 村上義樹
E-mail：oita.shoulder@gmail.com

≪開催概要≫
時間： 19:30～21:00
会場：ほしの整形外科クリニック
開催形式：対面
駐車場：当院の駐車場をご利用ください（無料）
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